
151

●●●●●①②③④⑤

時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月

「見られる !」
ポイント

①自動操舵システム、②ネギ計画出荷支援システム、③加工業務用ネギ収穫機、
④ドローンセンシングによる生育把握と施肥要素技術

○都市近郊の混住化した地域での、狭小ほ場を集積しての営農と熟練作業員の減少や農業未経験
者の参入　

○経験不足を補う生産方式の導入と作業時間の短縮

○自動操舵システム利用による精度の高い、畝立て施肥マルチング同時作業の実現
○ネギ収穫機・計画出荷支援システムによる軽労化と計画的生産・出荷の実現

①トラクタ後付け自動操舵システム
　（（株）トプコン）

②ネギ計画出荷支援システム ③加工・業務用ネギ収穫機

(株)尾野農園 （香川県善通寺市）　 実証面積：10ha

実証課題名 都市近郊小面積多筆数水田での加工業務用葉ネギ栽培のスマート実証農場

香川県（農業経営課、農業試験場、中讃農業改良普及センター）、（株）尾野農園、
（株）ニシザワ、（株）ピアスタッフ、（株）喜多猿八、（株）中四国クボタ　高松事務所、
JA香川県仲多度地区営農センター

構　成　員

背景・課題

実証する技術体系の概要

目　　標

　私たちの課題は四国地域で露地野菜（加
工業務用葉ネギ栽培）におけるスマート農
業体系を実証するものです。
　担い手の確保が困難になる中、多筆数の
狭小なほ場でスマート農業技術を有効活
用して、次世代の担い手が夢を描けるス
マート農業経営を目指します。

本実証プロジェクトにかける想い

香川県農政水産部農業経営課　農業革新支援センター　松崎
e-mail：sm6588@pref.kagawa.lg.jp　tel:087-814-7319

実証代表又は中讃農業改良普及センター　tel:0877-62-1022
問い合わせ先

▶▶実証代表

▶▶視察等の受入について

瀬戸大橋 讃岐富士（飯野山）

尾野農園圃場エリア

自動操舵システム

RTK-GPS システム

GPS 連動施肥システム

業員の減少や農業未経験

★
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時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月

「見られる !」
ポイント

①気象ロボット、②アシストスーツ、③AI選果機、④経営・栽培管理システム要素技術

○愛媛県南予地域は、他に類を見ない急傾斜地の柑橘産地　
○高齢化や担い手減少等、労働力不足によって産地の維持が危ぶまれている

①気象ロボットで圃場を
　モニタリング

②アシストスーツで運搬作業を
　軽労働化

③AI選果機で庭先選果を
　省略化

JAにしうわスマート農業研究会（愛媛県八幡浜市）　 実証面積：1.3ha

実証課題名 未来型柑橘生産に向けたＡＩ等先端技術の導入によるスマート営農体系の実証

愛媛県農林水産研究所果樹研究センター、愛媛県農林水産研究所果樹研究センター
みかん研究所、愛媛県農林水産部農業振興局農産園芸課、愛媛県八幡浜支局地域農業
育成室、西宇和農業協同組合、(株)NPシステム開発、JAにしうわスマート農業研究会

構　成　員

背景・課題

実証する技術体系の概要

○10a当たり収量：2～3割向上（温州みかん5.7ｔ→6.84ｔ、甘平2.2ｔ→2.86ｔ）　
○10a当たり労働時間：２割削減（温州みかん180時間→144時間）

目　　標

八幡浜市真穴地区の温州みかんマルドリ栽培風景

　私たちは、これまでも生産者が互いに
団結しながら、厳しい条件下で日本一の柑
橘産地を維持してきました。
　これからも、ロボット、IoT、AI等の先端
技術を柑橘の生産から出荷までのスマー
ト営農一貫体系として確立し、若い人た
ちが喜んで後を継いでくれるような未来
型柑橘生産を目指します。

本実証プロジェクトにかける想い

愛媛県農林水産研究所　果樹研究センター

愛媛県八幡浜支局地域農業育成室
yaw-chikinogyo@pref.ehime.lg.jp  TEL:0894-23-0163

問い合わせ先
▶▶実証代表

▶▶視察等の受入について

④クラウドアプリで管理を
　「見える化」
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